
































































































































































(4) r日本塑公会総江Mf~教会百年史j 日本型公会総江基督教会、 1986 年 5 J=I 30日
(5) r'恒藤記念室政l~íl 井川天~i r大~J /井川恭「神戸衛生院日記JJ 大阪市立大学大学史資料室、
2011年3月31日








































E 一高時代 一一 新渡戸稲造校長と産花「謀叛論j
すでに述べたように、恒藤恭と矢内原忠雄は、ともに 1910(明治43)年9月第一高等学校
の門をくぐり、 三年間を過ごす。しかも最初の一年間は、南寮に寝起きを共にした仲間であっ
た。当時の一高の寮は、 一室が 12名であった。他の 10名の学友は、恒藤恭の「向陵記J(12) 
が記録しているところによると、渋湾直一 (群馬)・牧田弥太郎(大分)・三満又三 (岐阜)・
小池四郎(東京)・武田章一 (静岡)・森田浩一 (東京)・前田仙太郎(愛知)・都築正男(兵庫)・
水滞雄三九 (新潟)・ 山岸博愛(埼玉)である。東京出身者は2名、 他はすべて地方出身者で





















(12) 大阪市立大学大学史資料室編 『向l凌紀一一恒藤恭 一高時代の日記一一』大阪市立大学、2003年3
月31日
(13) 注12に同じ。10ページ
(14) 藤岡蔵六 『父と子』私家版 1981年9月(日付なし)0151-153ページ
(15) 矢内原忠雄 「人及愛国者としての新渡戸先生Jr東京女子大学同窓会月報j第4巻、第1号、 1938
年2丹、のち 『矢内原忠雄全集j第24巻収録。688ページ























































































































































































































ていることに注目したL、京大事件は瀧川の 『刑法読本J(大畑書底、 1932・6)と 『刑法講=義j
































































































































































(22) 南原繁 ・大内兵衛;黒崎幸吉・梅弁克巳・大塚久雄編 『矢内j京忠iJt-信仰・学問・ 生涯一一j岩
波脅脂、 1968年8月3日
(23) 鴨下重彦 ・木知l洋一・池田信雄 ・川中子義JI持編 f矢内原忠維j東京大学出版会、2011年 11月2日















ず、戦後早い時期の 1950年1月15日、 二人は安倍能成・大内兵衛 ・末川博らと共に構成す
る平和問題談話会の名で、「講和問題についての声明jを発表、全面講和・中立不可侵 ・国連
加盟・軍事基地反対・経済的自立を訴えた。この文面は岩波書店刊行の雑誌 『世界J3月号に
掲載された。この年6月25日にはじまる朝鮮戦争後、 日本社会は反動と右翼化の道を歩むか
に見え出す。1956(昭和31)年には、教育委員会が公選制から任命制へ、そして教科書検定
の強化を目指した法案が政府によって提案されるという事態を迎える。矢内原忠雄には、それ
は教育の危機に映った。彼は他の同志一一南原繁・木下一雄・大内兵衛・大浜信泉・安倍能成 ・
内田俊一 ・蝋山政道・ 上原専禄・務台理作と諮って[文教政策の傾向に関する声明j、いわゆ
る十大学長声明を 3月19日付で出す。同23日には、恒藤恭を含む関西13大学長がこれを支
持する。さらに二人は、 1958年5月28日の日付で、大内兵衛・茅誠司・清宮四郎・宮沢俊義・
湯川秀樹・我妻栄との連名で、「態法問題研究会設立の勧誘状Jを各界有志に送り、その発起
人に名を連ねることになる。二人ともこの研究会を足場に、積極的に憲法擁護の発言を続ける
ことになる。
第二次世界大戦後の恒藤恭と矢内原忠雄の平和問題への関心は、常に重なっているかに見え
る。それは一高時代の草花「謀叛論」の聴講に始まり、戦前の苦い体験、一一京大事件と矢
内原事件が始原となった歴史認識の重みによるといってよいのであろう。
(せきぐち ゃすよし・文芸評論家、都留文科大学名営教授)
